
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　冷凍室及び冷蔵室（８）を区画する隔壁（１０）の上部に穿孔形成されて、前記冷凍室
に装着された送風ファン（２０）から送風される冷気を前記冷蔵室（８）の内部に供給す
る冷気供給通路（３２）と、
　該冷気供給通路（３２）に連通されて冷蔵室（８）の上側に設置され、冷蔵室（８）の
上側から冷気を吐出させる吐出ダクト（３４）と、
　該吐出ダクト（３４）に連結され前記冷蔵室（８）の側面に冷気を案内する冷気案内流
路と、
　該冷気案内流路に連結されて本体の側面に形成され、冷蔵室（８）の側面から棚により
仕切られた各区画別に冷気を吐出させる冷気吐出ダクト 冷気が冷蔵庫のドアー
を通して外部に漏洩することを防止するエアーカーテンの役割をするように、冷蔵庫のド
アーに隣接して装着される
　

　を包含して構成され、
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であって、

、冷気吐出ダクトと、
前記隔壁（１０）に形成され冷蔵室（８）内部の冷却作用を終了した空気を冷却サイク

ルに帰還せしめる冷気流入通路と、

前記冷気吐出ダクトは、前記冷気案内流路のうち左側に分岐する冷気案内流路に連結さ
れて冷蔵室の左側から冷気を吐出させる左側吐出ダクトと、前記冷気案内流路のうち右側
に分岐する冷気案内流路に連結されて、冷蔵室の右側から冷気を吐出させる右側吐出ダク
トと、から構成されることを特徴とする冷蔵庫の冷気供給装置。



【請求項２】
　前記 縦案内流路（３
６）は、管状に形成されて基端が前記吐出ダクト（３４）に連結され、他方端は冷蔵室（
８）の下方に直線状に延長形成されたことを特徴とする請求項１記載の冷蔵庫の冷気供給
装置。
【請求項３】
　前記 横案内流路（３８）
は、前記縦案内流路（３６）に所定間隔を置いて複数が連結され、貯蔵室（８）内の各棚
（１４）間の左右両方側壁面を沿って左右両方向に夫々屈曲しながら延長して配置される
ことを特徴とする請求項１記載の冷蔵庫の冷気供給装置。
【請求項４】
　前記左側吐出ダクト（４０）及び右側吐出ダクト（４２）の表面には、冷気が吐出され
る吐出口（５０）が穿孔形成され、冷蔵室（８）の各側壁面から所定高さ突成するように
装着されることを特徴とする請求項 記載の冷蔵庫の冷気供給装置。
【請求項５】
　前記左側吐出ダクト及び右側吐出ダクトは、冷蔵室のドアーに附着されるドアーガスケ
ットと前記冷蔵室の開放面が接触する部位より所定幅だけさらに突成されることを特徴と
する請求項 に記載の冷蔵庫の冷気供給装置。
【請求項６】
　前記冷気吐出ダクトは、前記冷蔵室の側方向に分岐する冷気案内流路に連結され、前記
冷蔵室の両側面にそれぞれ装着される され、

冷気吐出ダクトの前 には、棚により所定間隔を隔てて仕切られた各
区画別に冷気を吐出させる複数の冷気吐出口が形成され ることを特徴とする請求項１
記載の冷蔵庫の冷気供給装置。
【請求項７】
　前記 吐出ダクトは、冷蔵室（８）の左側

吐出ダクト（６０）と、右側 吐出ダクト（６２）と
、であることを特徴とする請求項６記載の冷蔵庫の冷気供給装置。
【請求項８】
　前記 吐出ダクト（６０、６２）は、ドアー（２）のガスケッ
ト（４８）よりも所定高さ高く冷蔵室の側壁面から突成されることを特徴とする請求項６
記載の冷蔵庫の冷気供給装置。
【請求項９】
　冷凍室及び冷蔵室（８）を区画する隔壁（１０）の上部に穿孔形成されて、送風ファン
により送風された冷気を冷蔵室の内部に供給する冷気供給通路と、
　該供給通路に連通されて冷蔵室の後方側壁面の上部に装着されて、冷蔵室内 気吐出
ダクト（９０）に冷気を案内流入する冷気案内ダクト（７２）と、
　前記冷気案内ダクト（７２）に連通されて冷蔵室の左右中少なくても一方の側壁に装着
され、各棚（１４）間と、野菜ボックス（９４、９６）が載置された野菜室（９８、１０
６）とに夫々冷気を吐出させる冷気吐出ダクト（９０）と、
　

　を包含して構成されることを特徴とする冷蔵庫の冷気供給装置。
【請求項１０】
　前記冷気吐出ダクト（９０）は、冷蔵室下方の野菜室まで延長形成されて、野菜室（９
８、１０６）に冷気が吐出される冷気吐出口（１０２、１０４）が穿孔形成されることを
特徴とする請求項９記載の冷蔵庫の冷気供給装置。
【請求項１１】
　前記野菜室（９８、１０６） 野菜ボックス（９４、９６）の周辺に冷気が
循環し得るようにされていることを特徴とする請求項９記載の冷蔵庫の冷気供給装置。

10

20

30

40

50

(2) JP 3665292 B2 2005.6.29

案内流路は縦案内流路（３６）と横案内流路（３８）を含み、前記

案内流路は縦案内流路（３６）と横案内流路（３８）を含み、

１

１

垂直方向に延長された冷気吐出ダクトと 該垂
直方向に延長された 面

てい

垂直方向に延長された冷気 で垂直方向に延長さ
れた冷気 で垂直方向に延長された冷気

垂直方向に延長された冷気

の冷

前記隔壁（１０）に形成され冷蔵室（８）内部の冷却作用を終了した空気を冷却サイク
ルに帰還せしめる冷気流入通路と、

に載置される



【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、冷蔵庫の冷気供給装置に係るもので、詳しくは、冷蔵庫の冷蔵室に冷気を均一
且つ迅速に供給し得る冷蔵庫の冷気供給装置に関するものである。
【０００２】
【従来の技術】
一般に、冷蔵庫は、氷を造るための製氷用器、冷凍食品を保管する冷凍室及び冷蔵用食品
を保管する冷蔵室が夫々区画して構成され、内部には冷凍室及び冷蔵室に冷気を供給する
冷却サイクルが備えられている。
そして、冷凍室と冷蔵室とが上下に夫々配置された通常の汎用冷蔵庫と、左右方向に配置
されたサイドバイサイド型の冷蔵庫等、多様な型状の冷蔵庫が市販されている。
【０００３】
このような従来の冷蔵庫においては、図１３に示したように、中央に隔壁２１０が立設さ
れて左右両側に夫々形成された冷凍室２０６及び冷蔵室２０８と、それら冷凍室２０６及
び冷蔵室２０８の内部上下側に夫々所定間隔を置いて配置された複数の食品貯蔵用棚２１
２、２１４と、前記冷凍室２０６の内部上方に装着されて、冷却サイクル（図示されず）
を通過しながら冷却された空気を前記冷凍室２０６の内部に供給する冷凍室冷気供給装置
と、該冷凍室冷気供給装置と連結されて冷蔵室２０８に冷気を供給する冷蔵室冷気供給装
置と、から構成されていた。
【０００４】
そして、前記冷凍室冷気供給装置は、冷凍室２０６の上部後方側壁面に装着されて冷却サ
イクルを経由しながら冷却された冷気を送風する送風ファン２２０と、該送風ファン２２
０の前方に配置されて前記製氷用器２２２に冷気を吐出する吐出口２２４が複数形成され
た第１パネル２２６と、前記送風ファン２２０の下方に配置されて冷凍室２０６の内部に
冷気を吐出する複数の吐出口２３０が穿孔形成された第２パネル２２８と、から構成され
ていた。
【０００５】
又、前記冷凍室冷気供給装置は、前記送風ファン２２０から送風される冷気を冷蔵室２０
８に流入させるため前記隔壁２１０の上部に穿孔形成された冷気供給路２３２と、該冷気
供給路２３２に連通されて冷蔵室２０８の上方に装着されることで供給される冷気を冷蔵
室２０８に吐出させるため複数の冷気吐出口２３６が穿孔形成された冷気吐出ダクト２３
４と、前記隔壁２１０の下部に穿孔形成されて冷蔵室２０８を循環して冷却作用が終了さ
れた冷気を冷却サイクルに流入させる冷気流入通路２３８と、を備えて構成されていた。
【０００６】
そして、このように構成された従来の冷蔵庫の冷気供給動作においては、冷却サイクルが
駆動して送風ファン２２０が回動すると、冷却サイクルにより冷凍された冷気が送風ファ
ン２２０の圧力によって前記第１パネルの吐出口２２４、前記第２パネルの吐出口２３０
及び前記冷気供給通路２３２から夫々吐出される。次いで、第１パネルの吐出口２２４か
ら吐出された冷気は製氷用器２２２に供給されて製氷作用を行い、前記第２パネルの吐出
口２３０から吐出される空気は冷凍室２０６の内部を循環しながら前記棚２１２の上部に
載置された食品を冷却させる。
【０００７】
且つ、前記冷媒供給路２３２を通って前記吐出ダクト２３４に流入された冷気は、該冷気
吐出ダクト２３４の吐出口２３６を通って冷蔵室２０８の内部に吐出され、該冷蔵室２０
８の内部の前記貯蔵用棚２１４上の食品を循環しながら冷蔵させた後、前記隔壁２１０下
部の冷気流入通路２３８を通って、前記冷却サイクルに流入されて再び冷却されるという
循環作用が反復して進行される。
【０００８】
【発明が解決しようとする課題】
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然るに、このような従来の冷蔵庫の冷気供給装置においては、冷蔵室内部の上方に装着さ
れた冷気吐出ダクト２３４の冷気吐出口２３６のみで冷気が冷蔵室全体に吐出されるため
、冷蔵室２０８内部の上方棚上の食品は相対的に冷気の影響を大いに受けるが、冷蔵室内
部の上方棚２１４上の食品は冷気の影響を殆ど受けなくなって、棚によって区画された食
品貯蔵棚別の温度差が甚だしいという不都合な点があった。
【０００９】
且つ、冷気を上方から下方に供給するために、区画された食品棚の邪魔によって冷気の循
環が円滑に行われないという不都合な点があった。
又、冷蔵室内の上方のみで冷気を吐出させるため、冷蔵室２０８全体の冷却時間が長引い
て、冷蔵室の内部に貯蔵される食品の新鮮度が低下するという不都合な点があった。
【００１０】
又、冷蔵庫のドアーを頻繁に開閉する夏季には、冷蔵室のドアーの頻繁な開閉に伴う庫内
の温度上昇に迅速に対応し得なくなるという不都合な点があった。
本発明は、このような従来の課題に鑑みてなされたもので、本発明の第１目的は、冷蔵室
の区画された棚毎に冷気が供給されるようにして、冷蔵室内部の全ての部分に均一に冷気
を供給して温度を均一に維持し得る冷蔵庫の冷気の供給装置を提供しようとする。
【００１１】
且つ、本発明の第２目的は、冷蔵庫のドアー近くに、冷気を多く吐出させることで、ドア
ーの開閉に従う冷蔵室の温度上昇を防止して、ドアーに近い側の貯蔵食品の温度低下を防
止し得る冷蔵庫の冷気供給装置を提供しようとする。
又、本発明の第３目的は、冷蔵室の両方側壁中央前方部位に冷気を特別に吐出させること
で、該吐出力により冷蔵室とドアーガスケット間の隙間から冷気が流出されることを防止
し得る冷蔵庫の冷気供給装置を提供しようとする。
【００１２】
又、本発明の第４目的は、冷蔵室の野菜ボックスが収納される野菜室に冷気を吐出させる
ことで、野菜室の冷却作用を円滑に行い得る冷蔵庫の冷気供給装置を提供しようとする。
又、本発明の第５目的は、冷蔵室の内部に吐出される冷気に送風圧を附与することで、迅
速な冷却作用を行って冷蔵室の負荷に対応する時間を短縮し得る冷蔵庫の冷気供給装置を
提供しようとする。
【００１３】
【課題を解決するための手段】
このような目的を達成するため、本発明に係る冷蔵庫の冷気供給装置の第１実施形態にお
いては、冷凍室と冷蔵室間に立設された隔壁の上部に穿孔形成されて送風ファンにより送
風される冷気を冷蔵室に供給する冷気供給通路と、該冷気供給通路に複数の冷気吐出口を
有して連通されて冷蔵室の上部後方側壁に装着されることで冷蔵室に冷気を吐出する吐出
ダクトと、該吐出ダクトに連結されて冷蔵室の下方に延長形成された管状の長い縦案内流
路と、該縦案内流路に所定間隔を有して夫々連結された後貯蔵室内の各棚間に夫々延長配
置された後、左右両方側の先方端が夫々ドアー方向に屈曲形成された複数の横案内流路と
、それら横案内流路が屈曲形成された各先方端に夫々装着されて冷気を各棚上の食品方向
に吐出させる冷気吐出手段としての複数の左側吐出ダクト及び右側吐出ダクトと、それら
左側吐出ダクト及び右側吐出ダクトの表面中央に穿孔形成された各冷気吐出口と、前記隔
壁の下部に穿孔形成された冷気流入通路と、から構成されることを特徴とする。
【００１４】
又、本発明に係る冷蔵庫の冷気供給装置の第２実施形態として、隔壁の上部に穿孔形成さ
れ送風ファンにより流入される冷気を冷蔵室の内部に供給する供給通路と、該冷気供給通
路に複数の冷気吐出口を有して冷蔵室の後方側壁上部に装着されることで冷気を吐出する
吐出ダクトと、該吐出ダクトに連結されて冷蔵室の下方に延長形成された管状の縦案内流
路と、該縦案内流路の先方端に連結されて両方側水平方向に延長形成された後、ドアー方
向に屈曲形成された横案内流路と、該横案内流路の両方端に夫々連結して冷蔵室の各棚間
に対応する複数の冷気吐出孔を有して下方に延長形成された左側吐出ダクト及び右側吐出
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ダクトと、前記隔壁１０の下部に穿孔形成された冷気流入通路と、を備えて構成し、その
他は第１実施形態と同様に構成することを特徴としている。
【００１５】
又、本発明に係る冷蔵庫の冷気供給装置の第３実施形態として、前記隔壁１０の上部に穿
孔形成されて送風ファンにより流入される冷気を冷蔵室の内部に供給する冷気供給通路と
、該供給通路に連通して冷蔵室の上方に横設された冷気案内ダクトと、該冷気案内ダクト
の両方側に連通して冷蔵室の両方側壁に夫々装着された中空６面体状の第１及び第２冷気
吐出ダクトと、それら第１及び第２吐出ダクトの両方側壁面の各棚面に相互対向して夫々
２列に穿孔形成された複数の左側吐出口及び右側吐出口と、前記隔壁の下部に穿孔形成さ
れて冷気が冷却サイクルに帰還される冷気流入通路と、を備えて構成されることを特徴と
している。
【００１６】
又、本発明に係る冷蔵庫の冷気供給装置の第４実施形態として、冷蔵室のドアー側に中央
６面体状の冷気吐出ダクトを装着し、該冷気吐出ダクトの表面上に複数の冷気吐出口を夫
々穿孔形成し、冷蔵室及び冷凍室を区画させる隔壁の上部には冷却サイクルに帰還される
冷気の流入通路を穿孔形成する。且つ、冷蔵室の内部には１～２個の野菜室を区画して形
成することで、それら野菜室に野菜の収納される野菜ボックスを夫々載置し、前記冷気吐
出ダクトの各冷気吐出口に対応する冷気の流入通路を前記隔壁の奥行側に夫々穿孔形成す
ることで、冷蔵室内の各棚上の食品は勿論で、冷蔵室内下方の野菜も均一に冷蔵し得るよ
うに構成されることを特徴としている。
【００１７】
又、本発明に係る冷蔵庫の冷気供給装置の第５実施形態においては、冷却サイクルの熱交
換器により冷却された空気を強制に循環させる送風ファンと、該送風ファンにより送風さ
れた冷気を供給するため冷凍室と冷蔵室間に形成された冷気供給通路と、該冷気供給通路
に連通して冷気を冷蔵室の内部に吐出させる複数の冷気吐出口を有した吐出ダクトと、該
冷気吐出ダクトの左右両側に夫々連結されて冷気を貯蔵室の左右両方側に夫々案内する左
右側案内流路と、それら左右側案内流路に夫々連通されて冷気を夫々吐出させる左右側冷
気吐出口と、前記吐出ダクト内部に装置されて前記各冷気吐出口から冷気が吐出されると
き吐出圧力を高めるための送風力を発生する圧送ファンと、を備えて構成されることを特
徴とする。
【００１８】
【発明の実施の形態】
以下、本発明の実施の形態に対し、図面を用いて説明する。
本発明に係る冷蔵庫においては、図１乃至図３に示したように、前面が開放されて両方側
にドアー２が開閉自在にヒンジ軸支された食品貯蔵用の冷蔵庫本体４と、該冷蔵庫本体４
の内部中央に立設された隔壁１０と、該隔壁１０の両方側に夫々形成された冷凍室６及び
冷蔵室８と、前記冷蔵庫本体４の一方側に装着されて冷気を発生する冷却サイクル（図示
されず）と、該冷却サイクルにより冷却された空気を冷凍室６に供給する冷凍室冷気供給
装置と、前記冷却サイクルにより冷却された空気を前記冷蔵室８に供給する冷蔵室冷気供
給装置と、前記冷凍室６及び冷蔵室８に夫々所定間隔を有して係止された食品貯蔵用の複
数の棚１２、１４と、それら棚１２、１４の下方に形成された野菜貯蔵用の野菜室１６、
１８と、を備えて構成されている。
【００１９】
且つ、前記冷凍室冷気供給装置においては、前記冷凍室６の上部後方側壁面に装着されて
前記冷却サイクルにより冷却された空気を強制的に循環させる送風ファン２０と、該送風
ファン２０の前方に装着されて送風される冷気を製氷用器２２に吐出させる吐出口２４が
穿孔形成された第１パネル２６と、前記送風ファン２０の下方に装着されて送風される冷
気を冷凍室６に吐出させる吐出口２８が穿孔形成された第２パネル３０と、から構成され
ている。
【００２０】
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又、本発明に係る冷蔵庫の冷気供給装置としての第１実施形態においては、前記隔壁１０
の上部に穿孔形成されて前記送風ファン２０から送風される冷気を冷蔵室８に供給する冷
気供給通路３２と、該冷気供給通路３２に複数の冷気吐出口４６を有して連通されて冷蔵
室８の上部後方側壁に装着されることで冷蔵室に冷気を吐出する吐出ダクト３４と、該吐
出ダクト３４に連結されて冷蔵室８の下方に延長形成された管状の長い縦案内流路３６と
、該縦案内流路３６に所定間隔を有して夫々連結されて貯蔵室８内の各棚１４間に夫々延
長配置された後、左右両方側先方端が夫々ドアー２方向に屈曲形成された複数の横案内流
路３８と、それら横案内流路３８の屈曲された各先方端に夫々装着されて冷気を各棚上の
食品方向に吐出させる冷気吐出手段としての複数の左側吐出ダクト４０及び右側吐出ダク
ト４２と、それら左側吐出ダクト４０及び右側吐出ダクト４２の表面中央に穿孔形成され
た冷気吐出口５０と、前記隔壁１０の下部に穿孔形成された冷気流入通路４４と、を備え
て構成されている。
【００２１】
且つ、前記左側吐出ダクト４０及び右側吐出ダクト４２は、前記冷蔵庫本体４にドアー２
が夫々閉じられた状態で、該ドアー２のガスケット４８が各左側吐出ダクト４０及び右側
吐出ダクト４２から吐出される冷気の流通を妨害することがないように、ガスケット４８
の厚さだけ冷蔵室８の奥行方向にずらした後、そのガスケット４８よりも所定高さ高く夫
々装着されている。
以下、このように構成された本発明に係る冷蔵庫の冷気供給装置の第１実施形態の動作に
対し、図面に基づいて説明する。
【００２２】
図１乃至図３に示したように、冷蔵庫に電源が印加して冷却サイクルが動作されると、送
風ファン２０が駆動して冷却サイクルから冷却された空気が冷凍室６及び冷蔵室８に夫々
供給して冷却作用が行われ、該冷却作用を行った空気は再び冷却サイクルに流入されて冷
却された後冷凍室６及び冷蔵室８に供給されるという循環過程が反複される。
即ち、第１パネルの吐出口２４から吐出される冷気は、製氷用器２２に供給されて製氷作
用を行い、第２パネルの吐出口２８から吐出される冷気は冷凍室６に供給されて棚１２上
の冷凍用食品を冷凍させる。
【００２３】
且つ、送風ファン２０により冷気供給通路３２を通って吐出ダクト３４に流入された冷気
は、該吐出ダクト３４の吐出口４６から吐出される一方、縦案内流路３６、横案内流路３
８、左側吐出ダクト４０及び右側吐出ダクト４２を順次通って冷蔵室８の内部の各棚１４
間の左右両方側から夫々吐出されることで、それら各棚１４の上面の冷蔵用食品を均一且
つ、迅速に冷却させる。
次いで、冷蔵室８内部の各棚１４間の左右両方側の各左側吐出ダクト４０及び右側吐出ダ
クト４２の吐出口５０から吐出されて、各棚１４の上面の食品を均一に冷却させた空気は
隔壁１０下部の冷気流入通路４４を通って冷却サイクルに帰還される。
【００２４】
このように、本発明に係る冷蔵庫の冷気供給装置の第１実施形態においては、冷蔵室の各
棚間のドアーと近接された位置の左右両方側に複数の冷気吐出口５０を有した各ダクト４
０、４２が夫々装着されて構成されるため、冷蔵室内部の全ての棚上の各食品に冷気が均
一に吐出されることは勿論で、冷却速度も迅速になると共に、夏季のドアーの頻繁な開閉
に従う庫内の温度上昇を防止することができる。
【００２５】
又、本発明に係る冷蔵庫の冷気供給装置の第２実施形態として、図４乃至図６に示したよ
うに、隔壁１０の上部に穿孔形成されて送風ファン２０により流入される冷気を冷蔵室８
の内部に供給する冷気供給通路５２と、該冷気供給通路５２に複数の冷気吐出口６６を有
して連通されて冷蔵室８の上部後方側壁に装着されることで冷気を吐出する吐出ダクト５
４と、該吐出ダクト５４に連結されて冷蔵室８の下方に延長形成された管状の縦案内流路
５６と、該縦案内流路５６の先方端に連結されて両方側水平方向に延長形成された後ドア
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ー方向に屈曲形成された横案内流路５８と、該横案内流路５８の両先方端に夫々連結して
冷蔵室８内の各棚１４間に対応する複数の冷気吐出孔６８を有して下方に延長形成された
左側吐出ダクト６０及び右側吐出ダクト６２と、前記隔壁１０の下部に穿孔形成された冷
気流入通路６４と、を備えて構成し、その他は第１実施形態と同様に構成することもでき
る。
【００２６】
このように構成された第２実施形態の動作においては、送風ファン２０の回動によって冷
気供給通路５２から流入された冷気が、吐出ダクト５４の各吐出口６６から吐出される一
方、縦案内流路５６及び横案内流路５８に夫々流入された後、左側吐出ダクト６０及び右
側吐出ダクト６２を夫々通って各冷気吐出口６８から吐出されることで、各棚１４上の食
品を均一に冷蔵させた後、冷気流入通路６４を通って冷却サイクルに流入される循環が反
複して行われる。
【００２７】
又、本発明に係る冷蔵庫の冷気供給装置の第３実施形態として、図７乃至図９に示したよ
うに、隔壁１０の上部に穿孔形成されて送風ファン２０により流入される冷気を冷蔵室８
の内部に供給する冷気供給通路７０と、該冷気供給通路７０に連通して冷蔵室８の上方に
横設された冷気案内ダクト７２と、該冷気案内ダクト７２の両方側に連通して冷蔵室８の
両方側壁に夫々装着された中空６面体状の第１及び第２吐出ダクト７４、７６と、それら
第１及び第２吐出ダクト７４、７６の内方側壁面の各棚１４間に相互対向して夫々２列に
穿孔形成された複数の左側吐出口８４及び複数の右側吐出口８６と、前記隔壁１０の下部
に穿孔形成されて冷気が冷却サイクルに帰還される冷気流入通路７８と、を備えて構成さ
れている。
【００２８】
且つ、前記冷気案内ダクト７２は、細長い中空６面体状に形成されることで、両方側端に
は夫々左側案内通路８０と右側案内通路８２とが穿孔形成され、それら左側案内通路８０
に前記第１吐出ダクト７４の上部が係合して連結され、右側案内通路８２に前記第２吐出
ダクト７６上部が係合連結されている。
又、前記第１及び第２吐出ダクト７４、７６のドアー２のガスケット４８に接する部位は
傾斜を有して形成することで、冷気がドアー２のガスケット４８と冷蔵室８間の隙間から
漏出されることを防止させる。
【００２９】
このように構成された本発明に係る第３実施形態の動作においては、冷気供給通路７０を
通って冷気案内ダクト７２に冷気が供給されると、該冷気案内ダクトの左側案内通路８０
及び右側案内通路８２を夫々通って第１吐出ダクト７４及び第２吐出ダクト７６に夫々流
入された後、左側吐出口８４及び右側吐出口８６を夫々通って各棚１４間の冷蔵室内部に
吐出されることで、各棚１４上の食品を均一に冷蔵させる。
特に、第１吐出ダクト７４及び第２吐出ダクト７６には夫々左右側吐出口８４、８６が２
列に穿孔形成されているため、多量の冷気が流出されて迅速且つ均一に冷却が進行される
。
【００３０】
又、本発明に係る冷蔵庫の冷気供給装置の第４実施形態においては、図１０に示したよう
に、冷蔵室８の両方側壁のドアー２側に細長い中空６面体状の冷気吐出ダクト９０が装着
されて、該冷気吐出ダクト９０の表面上の各棚１４間に対応する位置に夫々冷気吐出口１
００が穿孔形成され、冷凍室及び冷蔵室を区画する側壁１０の上部には、冷却サイクルに
帰還される冷気の流入通路９２が穿孔形成されている。且つ、前記冷蔵室８の内部下方に
１乃至２個の野菜室９８、１０６が形成されて、それら野菜室９８、１０６の野菜は、各
野菜ボックス９４、９６に収納されてそれら野菜ボックス９４、９６が冷蔵室８の後方側
壁面から所定距離の離れた位置の棚１４上面に載置され、前記冷気吐出ダクト９０の各野
菜室９８、１０６側に夫々冷気吐出口１０２、１０４が穿孔形成され、それら冷気吐出口
１０２、１０４の奥行側の冷蔵室８側壁面に夫々冷気が冷却サイクル側に帰還される各冷
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気流入通路１０８、１１０を夫々穿孔形成して構成されている。
【００３１】
このように構成された第４実施形態の動作においては、前記冷気吐出ダクト９０を通って
吐出口１００から冷蔵室８内に吐出された冷気は、冷蔵室８内部の各棚１４上の食品を夫
々冷却した後、前記冷気流入通路９２を通って冷却サイクル側に帰還されるが、各野菜室
９８、１０６の各吐出口１０２、１０４から夫々吐出された冷気は、夫々野菜室９８、１
０６の各野菜ボックス９４、９６内部の各野菜を均一且つ迅速に冷却させた後、各冷気流
入通路１０８、１１０を夫々通って冷却サイクルに帰還される。
【００３２】
又、本発明に係る冷蔵庫の冷気供給装置の第５実施形態においては、図１１及び図１２に
示したように、冷凍室６に装着されて冷却サイクルの熱交換器１２０を通過しながら冷却
された空気を強制に循環させる送風ファン２０と、該送風ファン２０により送風された冷
気を冷蔵室８に供給するため冷凍室６と冷蔵室８間に形成された冷気供給通路１２２と、
該冷気供給通路１２２に連通されて該冷気供給通路１２２から供給される冷気を冷蔵室８
内に吐出させる複数の冷気吐出口１２４を有した吐出ダクト１２６と、該吐出ダクト１２
６の左／右両方側に夫々連結されて該吐出ダクト１２６に供給される冷気を冷蔵室８の左
右両方側に夫々案内する左右側案内流路１２８、１３０と、前記左側案内流路１２８に連
結されて冷蔵室８の左側から冷気を吐出させる左側冷気吐出口１３２と、前記右側案内流
路１３０に連結されて冷蔵室８の右側から冷気を吐出させる右側冷気吐出口１３４と、前
記吐出ダクト１２６の内部に装着されて前記各冷気吐出口１２４、１３２、１３４から冷
気が吐出されるとき吐出圧力を高めるための送風力を発生する圧送ファン１３６と、から
構成されている。
【００３３】
且つ、該圧送ファン１３６は、前記吐出ダクト１２６に供給される冷気に送風圧力を与え
て、冷気吐出口を通って冷蔵室８に供給される冷気の風量を増大させることで、迅速な冷
却動作が行われるようにする。
【００３４】
【発明の効果】
以上説明したように、本発明に係る冷蔵庫の冷気供給装置においては、冷蔵室内の各棚毎
に冷気が吐出される冷気吐出口を備えた冷気吐出ダクトを冷蔵庫の内部両方側壁に夫々形
成することで、冷蔵室内の各棚上の食品を均一且つ迅速に冷却し得るという効果がある。
【００３５】
且つ、冷気が吐出される吐出ダクトを、ドアーの近接した位置の両方側に夫々形成するこ
とで、ドアーの開閉による庫内温度の上昇を防止し、ドアーに近い部位の食品の温度上昇
を防止し得るという効果がある。
又、冷気吐出口を、冷蔵室の両方側から各棚隙間毎に夫々穿孔形成することで、その吐出
力により冷蔵室とドアーガスケット間の隙間から流出される冷気を防止し得るという効果
がある。
【００３６】
又、野菜が貯蔵される野菜室まで、冷気を吐出するための吐出ダクトを延長形成すること
で、野菜の新鮮度を維持し得るという効果がある。
又、冷蔵室に冷気を供給する流路上に圧送ファンを装着することで、冷気の送風圧を与え
て迅速な冷却作用を行い得るという効果がある。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明に係る冷蔵庫の側面を切欠して内部を示した切欠構成斜視図である。
【図２】図１のＢ－Ｂ線断面図である。
【図３】図２のＣ－Ｃ線断面図である。
【図４】本発明に係る冷蔵庫の冷気供給装置の第２実施形態を示した構成斜視図である。
【図５】図４のＤ－Ｄ線断面図である。
【図６】図５のＥ－Ｅ線断面図である。
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【図７】本発明に係る冷蔵庫の冷気供給装置の第３実施形態を示した前面切欠構成斜視図
である。
【図８】図７のＦ－Ｆ線断面図である。
【図９】図８のＧ－Ｇ線断面図である。
【図１０】本発明に係る冷蔵庫の冷気供給装置の第４実施形態を示した上部切欠構成斜視
図である。
【図１１】本発明に係る冷蔵庫の冷気供給装置の第５実施形態を示した冷蔵庫の縦断面構
成図である。
【図１２】図１１のＨ－Ｈ線断面図である。
【図１３】従来の冷蔵庫の冷気供給装置を示した前面切欠構成斜視図である。
【図１４】図１３のＢ－Ｂ線断面図である。
【符号の説明】
２…ドアー
４…冷蔵庫本体
６…冷凍室
８…冷蔵室
１０…隔壁
１２、１４…棚
１６、１８…野菜室
２０…送風ファン
２２…製氷器
２４、２８、４６、５０、６６、６８、１００、１２４、１０２、１０４、１３２、１３
４…吐出口
２６…第１パネル
３０…第２パネル
３２、５２、７０、１２２…冷気供給通路
３４…吐出ダクト
３６、３８、５６、５８、１２８、１３０…冷気案内流路
４０、６０…左側吐出ダクト
４２、６２…右側吐出ダクト
４４、６４、７８、９２、１０８、１１０…冷気流入通路
４８…ドアーガスケット
５４、１２６…吐出ダクト
６０…左側吐出ダクト
７２…冷気案内ダクト
７４…第１吐出ダクト
７６…第２吐出ダクト
８０…左側案内通路
８２…右側案内通路
８４…左側吐出口
８６…右側吐出口
９０…冷気吐出ダクト
９４、９６…野菜ボックス
９８、１０６…野菜室
１２０…熱交換器
１３６…圧送ファン
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】 【 図 ８ 】
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【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】 【 図 １ ２ 】
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【 図 １ ３ 】 【 図 １ ４ 】
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